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卷

(

1

0

雜

錄

料

^

楚

號

為

.

何
な
る
變
人
と
雖
も
食
物
は
之
.を
®
取
せ
ざ
れ
ば
其
の

給

料

論

本
論
に
於
て
は
勞
働
賃
銀(

w
a
g
e
s
)

を
併
せ
論
ず
る 

の
耍
な
.き
に
非
ざ
る
も
勞
龈
は
旣
に
多
數
學
溝
の
論j 

斷
サ
る
所
汶
る
を
以
て
全
ぐ
适
が
言
及
を
避
け
谁
だ\ 

^
^-
に
就
て
の
み
私
識
を
訊
み
ん
ど
す
而
も
尙
ほ
其

一
 

の
細
說
R
涉
る
の
知
見
甚
だ
狹
し
侬
て
愛
許
巾
箏
階
一 

飯
の
生
活
狀
態
を
.
心
、、

」

し
た
る
枧
槪
論
に
止
め
セ
一 

®
く
自
ら
滿
足
せ
ん
ど
欲
す
。
 

(

.

凡
ぞ
人
歎
の
生
沉
上
缺
く
ベ
か
ら
ざ
る
物
資
は
今
H
 

| 

の
文
明
の
社
會
狀
態
に
於
て
は
衣
食
住
の
三
輿
な
る
こ 

,
/し
は
ず
*

せ
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
所
た6

、
勿
論
今
日y； 

雖
も
人
文
の
發
腿
尙
ほ
未
だ
不
十
分
な
る
人
類
の
中
に 

は
或
は
氣
候
風
土
の
關
係
に
因
纟
或
は
傅
說
®

«

m'

R
因
り
て
食
の
外
に
は
衣
住
の
ニ
漭
は
必
ず
し
も
之
が
. 

sk
*
?
^
を
許
さ
れ
ざ
る
^

と
爲
さ 

<る
ぁ
.
0
\
、
即
ち
^

注
命
を
保
持
し
雛
き
點
は
文
_
人
と
其
の
間
些
の
軒
旌 

あ
る
な
：ぐ
唯
だ»

取
物
其
の
も
の
、
性
質
を
異R

し
沿 

く
は
調
：理
：の
有
無
如
何
等
が
相
違
の
點
な
る
の
み
、
然 

れ
ど
も
衣
ビ
住
<£
に
到
々
て
は
社
會
的
生
活
を
營
ま
ざ 

る
彼
等
蠻
人
中
に
於
て
絕
费
的
必
婴
物
ミ
爲
さ
く
る

」
j 

V」

は
蠻
界
に：

裸
體
跳
足
地
上
に
起
臥
す
を
®
族
あ
る
に 

视

て

之

を

想

察

じ

得

べ

即

ち

未

關

人

間

忙

於 

て
は
生
活
上
食
は
絕
對
的
必
要
の
物
資
な
る
も
衣
住
は 

.
相
對
的
必
要
の
物
資
た
る
な
ち

：

之
に
反
し
文
.

g

國
人 

惻
に
於
て
は
衣
食
住
の
三
者
は
皆
共
に
生
活
上
絕
對
的 

必
'要

の

物,»
妃

し

て

而

も

此

ご

I

は
單
に
生
ff
i

す
る
R
 

就
て
必
要
缺
く
ベ
か
ら
ざ
る
資
料
た
：る
に
丘
ま
6

f

だ 

此
等
の
み
に
依
賴
す
る
‘に
於
て
は
文
明
國
人
と
し
て
祉 

會
的
に
.意
義
あ
る
生
活
は
#
む
こVJ
?:
得
ざ
る
な
b
 o 

ィ
ー
。
ベ
，
ル

ン
、ノ
氷
ド
は
嘗
て
日
へ
々
、
凡
そ
人|1
1
] 

'生
活
を
ニ
方.
.面
ヾ」

な
‘す
、
物
質
的
生
活
精
神
的
生
活
是

， 

な
り
。\

ン
.
の
み
に
て
.も
人
間
€
い
ふ
生
物
の
生
命

は

之

を

繫

ぐ

に

難

か

ら

ざ

れ

'^
,
も

斯

る

生

活

は

人

間

生
 

活
の
全
部
い
な
す
べ
か
ら
ず
、
人
別
を
し
て
勸
物
圈
外 

に
超
然
た
ら
し
む
る
所
以
の
も
の
は
唯r

の
精
神
的
生 

活
あ
る
に
因
る
に
は
あ
ら
ざ
る
か
、
物
®
文
明
は
如
可 

に
進
步
す
ビ
雖
も
畢
竟
遒
れ
智
識
の
問
®
の
み
、

S

 

の
類
ビ
雖
も
旣
に
多
少
の
智
識
を
有
す(

.
§
、
さ
狐
ば 

智
識
上
ょ
“
見
た
る
人
間
の
進
化
は
彼
等
動
物
於
比
し 

て
數
啬
上
に
差
異
あ
る
の
み
又
他
方
而
ょ
り
觀
察
す
る 

も
智
識
乃
至
物
質
文
明
は
一

の
手
段
的
の
も
の
に
し
ぃ
て 

之
を
善
用
も
し
惡
用
も
し
得
ら
る
ベ
き
性
質
の
も
の
な 

れ
ば
玆
に
何
等
か
指
a
の
任
を
帶
べ
る
も
の
な
か
る
べ 

か
ら
ず
、
そ
は
即
ち
高
狗
な
る
人
格
な
り
是
れ
精
神
を 

表
现
す
る
も
の
‘
し
て
獅
り
人
間
の
擅
ま
、
に
し
能

 ̂

r
に
し
て
他
物
に
對
し
質
の
相
逆
N*
J
し
て
諮
る
に
足
'る 

べ
き
も
の
/
a
6、
然
る
に
も
拘
ら
す
今
日
多
數
人
の
生 

沽
に
在
り
て
は
手
段
た
る
べ
き
物
質
的
生
活
が
全
く
0 

的
と
な
b 
了

れ

る

の

實

情

な

る

は

憐

む

べ

き

^

>

、

.'
;
衣 

食
住
の
手
段
を
得
る
が
爲
に
费
や
3
る

、
幾

多

の

努

.カ

潍
十一

卷

/(

九
三
七)

雜

錄

給

料
i

ビ
身
邊
に
降
b
が 

>る
負
*

V
J
M
迫
ビ
の
爲
R
疲
勞
し 

憂
悶
.し
繼
か
に
將
來
とS

ふ
微
が
な
る
希
盤
の
®
光
：に 

s
を
®
:1
>
辛
ぅ
しV

自
ら
慰
む
名
あ

る

，の
み
、
さ
れ
ば 

家
族
圈
_
の
樂
は
愚
か
«
甩
栩
訪
ふ
の
義
趣
も
爲
に
宓 

一

し
か
ら
ん
^
す
、
.人
生
の
將
來
に
思
を
潛
む
る
も

，の
誰 

か
寒
心
ぜ
ず
し
て
业
む
べ
き
か
、，
さ
れ
ば
人
生
の
本
.體 

. 

は
精
神
生
活
に
在
6
と
雖
も
生
活
の〖

方
面
/
aる
物
質
.

生
活
も
重
要
の
度
に
於
て
敢
て
異
な
ら
ざ
る
な
b

、
人 

は
パ
^

の
み
に
セ
生
く
る
务
の
に
非
ず
、
而
も
パ
ン
な 

く
し
て
生
く
る
こ
と
能
ば
ず
ビ
？
洵
：に
至
言
^

云
.ふ
べ 

し
、「

衣
食
足
^V

て
禮
節
を
知
る」

と
は
遠
き
古
.に
於
て 

旣
に
東
洋
0

哲
人
に
敗
り
«

破
せ
、b
れ
た
る
眞
a

な

る

,

\

が

，'
 
偶
々
能
く
前
言
の
要
を
摘
み
て
意
ば
'符
節
を
合
せ 

.

る
な
b
o

註
、':
;
-類
人
猿
は
或
ば
樹
技
を
以
て
防
_

の
具
ビ
爲
し 

或
ゆ
石
片
を
以
て
&
來
を
割
出
す
る
等
の
こ
ど
を
 

\ 

■
.
.
爲
す
の
み
な6

中
、
：
-偷
敦
に
於
け
る
動
物
園
の
猿
 

j 

の
如
き
は
穀
粜
割
出
の
川
に
供
せ
し
石
片
は
陡
;!
]

”

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

嫌

第
七
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■ 

—

'-■-

細.
■

鄕
十
一
饴(

九
三
八)

雜
.
級

給

料

論

.

:

、後
必
ず
之
を
：藁
堆
の.下
^

隱
し
置
&
、
決
し
て
他 

.

の
猿
に
使
用
せ
し
め
：ずW..

云
ふ
ょ
&

見
れ
..ば
道
具 

0

使
用
及
所
有
の
如
き.は
必
ず
し
も
人
類
特
有
の

V 

现
象V

J

言
ひ
難
き
に
似̂

^

、，
只
此
等
の
動
物̂
 

在
b

て
は
自
然
物
を
道
具VJ

 

“し
て
使
«
す
る
に
止 

ま
り
、
典
の
®
然
物
に
加
工
して
道
具
^

の
も
の
. 

を
製
造
す
.る >」

W

能
は
ざ
る
が
敌
に
道
具
の
製
造 

を
解
す
る
は
*

ふ
人
類
の
み
に
限b

有
す
る
所
の 

•

.
能
カ
ビ
云
ひ
.
て
不
可
な
し
。

、

家
長
が
給
料
生
活
者
*
る
ビ
き
は
其
の
收
入
す
る
給 

料
に
曲
り
て
家
族
を
生
活
せ
し.0
る
と
同
時
.に
文
明
の 

惠
澤
を
栩
當
に.
享
受
し
、
子
笫
を
敎
育
し
て
次
代
の
：文 

明
國
皮
た
ら
し
む
る
義
務
あ
.る
上
に
自
己
又
は
家
族
の 

叛
病
其
の
他
' 

I

家
の
不
時
の
炎
厄
^
對
す
る
所
謂
備
荒 

の
Jf
r
wt

を
剩
す
乙
と
を
要
ず
ベ
し
、
此
點
は
倘
ほM

身 

に
し
て
無
係
擦
の
若
年
給
料
坐
活
者
にifc

し
て
大
化
生 

活
上
の
事
情
を
異
に
す
る
所
以
な6

、
若
年
の
給
料
生 

活
渚
は
某
の
獨
身
な
る
，間
は
單
に
自
己
の
衣
食0:
の
费

纸
七
挪

九
〜■為
ハ

用
叼
外
に
將
來
地
位
义
は
生
活
程
度
等
の
發
風
，î
上
の 

資
た
る
ベ
き
«
生
«
あ
ら
ば
以
て
足
る
乙》j

を
得
べ
け 

れ
ば
な
ヶ
。
：

.

:

,
所
有
財
產
：上
の
收
入
ぁ
る
.者
«;
、
，
た

と

へ

給

料

生

活
 

者
と
し
て
立
つ
ビ

雖
も
全
然
給
料
の
み
に
依
賴
す
る

を 

要
せ
考

即

ち

其

.

.
の

得

る

所

の

給

料

は

家

族

の

生

活

を
 

稍
や
豊
富
な
る
程
度
に
.維
持
し
、
所
謂
巾
流
生
活
を
營 

む
に
就
て
.耍
す
る
费
用
を
補
ふ
を
以
て
足
れ
6
と
す
る 

も
、
世
間
多
數
を
占
む
る

所
の
無
財
產
潘
G

至
b
.て
は 

此
等
の
*
用
の
全
部
を
給
料
に
仰
が
ざ
る
を
得
ざ
る
の 

み
な
ら
ず
，
ff
i
荒
貯
蓄
も
亦
給
料
の
中
に
®
め
ざ
る
ベ 

か
&
ざ
る
な
り
、
然
る
に
近
部
物
價
の
頻
々
た
る
昂
騰 

に
逢
ひ
個
入
經
濟
は
漸
次
#
辰
の
度
を
高
め
た
る
に
拘
、
 

ら
す
、
：給
料
生
活
者
の
：所
得
槪
し
て
增
加
せ
ず
、
物
© 

騰
貴
の
'結
果
は
彼
等
の
管
掌
事
務
：上
の
怠
慢
、
過
誤
、
 

失
計
等
の
爲
め
歷
主
.に
對
し
別
段
損
害
を
蒙
ら
し
め
た 

る
が
如
き
事
賞
ぁ
&
ざ

：
る

に

突

：
然

減

俸

若

く

は

減

給

せ
 

ら
れ
た
るvj
同
織
の
有
機
：と
な
办
、
其
の
結
果
ミ
し
て

1I|
1
j
1
1
f
!
I

i ■

i
i!
I
Ii1II

I''ベi

多
少
の
蓄
財
を
有
し
た
る
者
も
所
謂
喰
込
み
の
爲
に
日|

 

を
失
へ
る
も
の
多
く
、
又
元
來
無
財
產
の
卷
は
生
活
上
. 

頓
に
大
塍
迫
を
受
く
る
Z1
V
J、
は
^
れ
り
。.

物
價
の
»

*
は
輓
近
世
界
各
國
に
於
け
る
通
.態
な
り 

ビ

離
も
我
邦
の
物
價
の
そ

れ

は
«
る

急
激
に
し
て
遙
か

に
諸
國
の
上
に
出
で
其
の
各
方
面
殊
に
給
料
生
活
者
に 

影
響
す
る
度
合
は
實
に
尋
常
に
非
ず
、
今
試
み
に
來
京 

銀
fi
集
#
^/
ヵ
鏡
日
1
査
を
遂
け
た
る
本
邦
及
歐
米
列 

强
の
一
般
物
價
比
較
表
を
摘
載
し
て
以
て
1!
|
:
的̂
#;
® 

の
趨
向
と
我
邦
物
價
の
大
勢
ど
を
窺
は
ん
。

1

般

盤

明
治
二
十
三
年

.

(
】

八
九
〇
年)

同

.
1
1
1
十
三
年

(

一
九
0
〇
年)

同
四
十
三
年

，

(

.
一
九
一
〇
年〕

同

四

十

四

毕

(

一

九

ニ

年)

H
本

'

1 

0

0

6

.

1

五
六
*〇 

j

八
八
•
八 

ニ
九
五
。
七

英
國 

1 

0

0

6

1

〇

四

全

1

〇
八
® ニ 

1

一1

上
ハ

佛

國
.

一
〇
〇
•〇
：

一
 

Q
1

T
H

1

〇
八
•
〇

ニ 
五
®

獨
逸 

1 

0

0

6

一,0
0
0 

一

1

一
六
。一

1 
ニ
六
。1

北
来
合
衆
國 

一
 

0

0

6

'

九
七
ん
：.

!

一
 
六
。3£
ゝ

.加
^
^

5

0

6

九
<
。
0

一
 

U
T四

即

ち
.̂

佛
の
一
一
國
は
明
治> 
一
十
三
年
ょ
彡
明
治
四
十 

三
年
に
至
る
間
に
八
分
乃
至
八
分
ニ
厘
を
騰
貴
し
其
の 

最
大
の
騰
貴
を
爲
し
たる

北
米
合
衆
國
及
獨
逸
の
如
き 

す
ら
猶
ほ一

割
六
分
五
厘
乃
至 
'一
割
六
分
.

j

厘
の
騰
貴 

に
過
ぎ
さ
る
に
我
邦
の
物
價
は
此
間
に
於
て
九
割
$
分

七
厘
を
騰
貴
-u
l一
十
一
年
前
に
比
す
れ
ば
約11

倍
と
な

れ
る
！|

な
ぅ
。

.
更
に
之
を
食
料
品
及
原
料
品
に
分
ち
て
考
ふ
れ
ば
左 

の
如
し

第
十一

卷

(

九
I

〕

雜

錄

給

',料
論

第
七
號

九
，七
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第
十一

卷

C

九
四
〇〕

—

雜

錄

給

.
料
’
論

食
料
品 

n本 

泷
國 

i
 

.明

治

ニ

十

三

年-
0
0
6
1
〇
〇
6
:
.
 

5

0

6
 
一8

6
 

同
三
ナ

H
，

一
四
手
四
九
空
〇

九

7
九
九
三

。
◦ 

同
四

±

§

一八八

•五

5
 
7

H

.

九五
•
三

• 
一
 

H

ハ*六

同
四
十
四
年

-

ニ〇三

•七
一
〇
七

*ニ， 

5
八
•
>>
. r

三ニ 
•六
 

M
料品
. 
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れ
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諸
外
國
に
於
け
る
物
價
騰
貴
の
重
な
る
原
因
は
.第

j 

金
の
產
出
增
加
、
第一

1

財
政
の
膨
脹
に
伴
ふ
消
費
稅
の 

增
加
、
第
三
輸
入
貨
物
に
對
す
る
！

|

税
、
第
四
企
業
の 

合
同
又
は
聯
合
に
依
る
物
偕
の
人
爲
的
釣
上
げ
等
な
る 

が

此

等

四#!
の

原

因

が

物

價

の

騰

貴

に

對

し

全

部

關

係 

あ
る
國
と
又
一
部
關
係
あ
る
國
ど
あb

、
又
同
一
の
顷 

因
に
て
も
其
の
物
惯
の
騰
貴
に
及
ぼ
し
たる

稲
度
に
大 

小
の
差
與
あ
る
を
見
る
な
り
、
例
へ
ば>|
|

政
の
敗
！
こ 

就
て
言
べ
ば
柳
蘭
西
は
其
の
膨
脹
の
度
は
.最
も
.少
く
過 

去
十
年
前
ビ
比
鞅
す
れ
ば
僅
に一
割
四
分
の
膨
脹
を
示 

す
に
止
ぅ
ヽ
波
の
次
は
英
杏
利
のr
g

八
分
ヽ
獨
逸
の
三 

割
、
亜
米
利
加
の
三
割
五
分
な
る
が
我
邦
财
政
の
膨
脹 

は
最
も
著
し
§

も
の
あ
り
て
實
に
十
一
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七
分
の
曾
加 

率
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せ
り
、
又
輸
入
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す
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双
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⑽
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た
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.
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物
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次
：の
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を
蒙

.
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註
、
我
邦
は
地
理
上
孤
立
的
地
位
に
所
在
ず
る
の
み 

な
ら
ず
、
經
濟
上
に
於
て
も
亦
殆
んr
m

±
せ
ぅ 

例
へ
ば
我
邦
產
麥
の
豐
作
は
多
大
の
影
響?:
米
國 

に
與
へ
ざ
る
も
米
國
麥
の
影
響
,
必
ず
之
を
受
く 

る
こw

を
免
れ
ざ
る
實
情
，に
し
て
常
に
不
利
益
の 

影
響
は
受
く
る
に
も
拘
ら
中
利
益
は
敢
て
與
ら
ざ 

る
が
如
き
不
利
な
る
地
位
に
在
&、

然
る
に
歐 

米
の
物
資
は
決
し
て
其
の
國
獨
特
若
く
は
孤
立
の 

も
の
_に
#

ず
、
今
日
に
於
て
は
歐
洲の
，
豐
作
は
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ち
米
國
の
®
作
に
し
て
又
米
國
の
豐
作
は
歐
洲
の

游七诚

1〇二

豐
作
た
る
が
.
故
に
米
國
R

於
け
る
澗
»
の
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は 
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忽
ぢ
歐
洲
へ
：流
出
し
同
時
に
金
は
米
國
に
流
れ
込 

.

む
な
り
、
■
之
と
反
對
に
歐
洲
の
物
資
潤
澤
な
る
時 

.

ば
金
が
歐
洲
に
流
込
む
ミ
共it
物
資
ダ
米
國
に
向 

'
ヤ
流
出
す
る
其
の
脈
絡
賞
通
の
狀
は
恰
も
血
液
の 

血
.管
內
を
植
環
す
る
が
如
く
又
物
の
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に
應
ず
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/

が
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我
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點
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又
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の
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品0;
點
ょ
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見
■る
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»
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我
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な
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邦
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入
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給
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生
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惟.れ
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J
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に
益
々
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難
に
隞
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樣
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ぅ
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生
活
0

原
因
を
«
の
生
活
程
度
の
著
し
き
向
上
に 

歸
し
或
は
自
働
.車
の
请
加
或
は
繃
製
吾
妻
コ
ー
ト
の
流 

行
、
座
_

け
に
用
ゆ
.
る
婦
人
襟
卷
：の®

ん
な
る
使
用
、 

或
は
化
粧
品
の
輸
入
額
の
增
加
等
を
引
例
し
て
斯
く
論 

中
る
向
ぁ
り
、
現
代
，の
文
明
は
槪
論
ず
れ
ば
社
會
：

1

般 

の
幸
福
安
寧
を
»:
進
す
る
ょ
り
も
寧
ろ
人
の
愁
蠻
を
熾 

烈
な
ら
し
む
る
點
に
於
で
吾
人
も
此
論
議
に
左
»
す
る

I
|I
\
：KI

{
:

l
l
1
丨:
\
\

\ '\
■

:

も
の
な
れ
ざ
も
而
も
生
活
程
度
の
著
し
き
向
上
は
^
し 

て
生
活
雛
の
原
因
の
主
恶
な
る
も
の
には
，*

ず
し
で

緣 

に
-興
の
一

原
因
に
數
へ
得
べ
き
も
の
た
：る1?
過
ぎ
ず
、 

何V
J

な
れ
ば
常
に
生
活
上
に
莕
痛
を
訴
ふ
る
者
に
.於
て 

は
其
の
生
活
上
必
耍
犸
度
の
比
較
的
少
§
物
品
は
到
底 

需
要
し
得
ざ
る
所
に
し
て
、
.實
際
此
等
の
も
の
を
需
用 

す
る
は
上
流
階
級
乃
至
財
産
家
か
然
ら
ざ
れ
ば
或
特
殊 

の
ft

會
の
历
女
に
風
し
、
今
日'生
活
雛
犯
苦
し
|

中 

等
階
級
の
多
數
は
重
き
粗
稅
を
荷
ひ

(

註)

且
つ
同一

物 

"
i

の
突
飛
な
る
騰
貴
に
遇
へ.
る
.
一
方
に
收
入
の
增
加
は 

之
に
伴
は
ざ
る
が
爲
に
苦
痛
を
感
じ
つ
ゝ
あ
る
も
の
な 

れ
ば
な
6

。

註

、

一

識

满

過

重

の

租

税

を

評

し

て

云

べ

る

己

ヒ

ぁ
 

6

、

今

日

に

於

け

る

'日

，本

人

の

生

活

は

朝

起

.き

る

- 

ょ

 
6

夜

寢

-る

ま

で

全

；ぐ

® :
f c
湖

.れ

.た

る

注

活

を

送

 

b

得

ざ

る

有

欉

に

し

て

㈤

づ

る

に

通

行

税

あ

り

、
 

米

€

煙

草

に

過

大

な

名

.關

«

ぁ

>

、

着

る

^

織

物
 

稅

あ

b

、

一 

V
J
.

し

|て

税

金

0

影

響

を

有

甘

ざ

.る

も

(

婼
七

1
卷

(

九四丑

)

雜
，

錄

給

.

.
料
..論

の

は

無

く

、

入

る

，に

所

得

稅

あ

る

は

當

然

な

れ

ど
 

，も

出

づ

る

に

：：ま

で

消

餐

秘

を

取

ら

れ

而

し

て

之

u

 

附

加

す

る

に

艰

和

の

現

在

.

(

但

し

今

日

は

歐

洲

時
 

局

に

：關

係

を

有

す

)

：
：に

於

て

戰

：時

特

別

稅

を

さ

へ
 

賦

課

せ

ら

れ

つ

、

あ

：る

な

り

、

我

邦

現

時

の

生

活
 

は

税

を

拂

は

ん

が

爲

の

生

活

に

し

て

兼

て

日

本

人
 

は

「

入

間

£

.
て

造

^ -
税

を

»

ふ

物

品

」

.な

り

と

、

. 

末

段

：言

稍

ゃ

奇

矯

比

似

た

れ

ざ

も

®

_

.

に

事

實

の

 

眞

相

を

穿

て

る

も

の

ヒ

云

ふ

べ

し

、

前
^

も
述
べ
る
が
如
く
0 .
常
.の
生
活
に
必
要
な
る
物 

價
の
騰
貴
は
畢
竟
收
.入
の
減
少
^
意
味
す
る
？P
0 ,
な
る 

が
故
に
男
子
ば
^
收
入
、の
ま
少
を
囘
復
す
る
手
段
ビ
し 

て
內
職
其
の
他
時
間
外
の
勸
勞
を
爲
し
て
身
心
を
過
勞 

す
る
の
結
果
只
氧
ハ
究
明
の
今
日
の
都
會
的
生
活
が
神 

經
を
刺
戟
*
るf

方
過
勞
の
.爲
に
吏
に
神
經
に
多
大
の 

刺
戟
を
受
け
：て
所
謂
文
明
病
だ
る
神
經
衰
弱
に
苦
し
め 

る
潘
も
多
く
、
女
子
も
亦
家
事
の
經
费
を
減
ず
る
の
必 

要
上
或
は
在
來
の
婢
僕
を
廢
し
て
自
ら
之
に
代
$
或
ば

. 
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九
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雜

’
鉻

.給

料

論

手
馴
れ
ざ
る
內
職
に
從
ふ
等
家
計
上
の
苦
心
に
蓝
ぐ
に 

過
勞
を
以
て
し
て
爲
に
踡
鶬
性
精
神
病
に
惱
む
者
さ
べ 

t
，
尙
ほ
生
：活
難
の.反
影
ば
®
時
質
置
ま
の
種
類
の 

變
遵
に
於
て
も
現
は
れ.賢

屋

の

顧

客

は

下

級

..の

貧

民

ょ 

5

も

寧

ろ

中

等

階

級
'に

增

加

じ.つ

、
あ

る

の

傾

向

を

示 

せ
，b

、
是
れ
主
ミ
し
て
物
價
の
：藩
し
き
騰
貴
に
伴
ひ
漸 

次
生
活
の
困
雛
を
來
せ
る
に
職
由
す
る
も
の
た
る
こ
と 

明
白
R

;b

て

取

別

け

給

料

^

衣

食

す

る

者

最

も

多

數

を 

占
む
：る
狀
況
に
あ
る
は
下
溆
民
と
異
り
外
部
に
對
し
て 

其
の
體
面
を
保
っ
の
必
要
あ
る
が
如
き

(
S

又
其
の
他 

の
费
自
も
比
較
的
に
多
き.を
以
て
な
ぅ
、
さ
れ
ば
今
日 

に
於
て
は
質
屋
營
業
を
以
て
單
に
下
級
細
民
.の
金
融
_
 

關
》
の
み
目
す
る
の
正
鴻
を
得
ざ
る
に
到
れ
る
f j

と
を 

記
憶
す
る
の
耍
あ
る
べ
し
。

註
、
勞
働
者
の
住
居
は
殆
ど
夜
間
寢
る
丈
の
用
を
便 

す
れ
ば
足
る
を
以
て
、
た
と
へ
矮
小
狹
險
な
る
も 

又
見
苦
し
き
も
我
慢
辛
抱
を
爲
し
得
ハ
へ
く
從
て
彼 

等
は
此
較
的
容
易
に
借
家
賃
.の
節
約
を
實
行
し
得
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四
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&•

る
.V

ぎ
が
給
料
生
活
者
に
於
て
は
時
々
同«

知

.
V
.己
間v

j

の
往
復
又
は
他
人
：の
訪

g

等
に
接
ず
る
乙 

と
あ
.る
を以

：： V

裏

.長

屋

楝

割

長

屋

等

の

如

き

多

く 

細
民
窟
又
は
貧
£
部
落
に
於
て
見
る
所
の
荒
屋
破 

家
^

は
居
住
し
雛
.

<
例
令
小
な
6

^
も
栩
當
體
面 

?:

保
ち
.得
る
住
宅
な
.る
?:
®

す
べ
し
«

に
砠
^

«

. 

'即
ち
借
家
賃
の
騰
貴
.に
就
き
て
は
勞
働
者
に
比
す 

れ
ば
其
の
影
響
蓋
し
同
日'の
論
に
非
ず
衣
*
に
於 

て
も
亦
然
り
勞
働
者
は
所
謂
仕
着
せ
の
半
纏
法
被 

若
ィ
は
補
綴
を
施
し
'た
ふ
粗
服
を
着
し
て
其
の
職 

に
從
ひ
得
ら
る
べ
き
も
給
料
生
活
者
即
ち
勸
人
に 

於
て
は
體
面
上'相
當
の
着
衣
を
必
®
ビ
す
れ
ば
此 

费
自
に
對
し
て
も
節
約
：は
可
能
な
ら
ヤ
。

.

我
邦
に
於
て
一
ヶ
月
取.均
幾
何
の
給
料
を
得
つ
、
あ 

る
も
の
を
以
て
中
餍
に
位
す
る
給
料
生
活
者
と
す
る
か 

に

就

七

は

確

た

る

一

定

の

標

準

な

る

も

の

存

せ

ず

、
‘
现 

行
所
得
税
法
に
於
て
は
第
三
.種
所
得
即
ち
公
偾
祉
偾
の 

利
子
並
に
法
人
の
所
得
を
除&

た
る
人
の
所
得
ギ
«
四

1

ii1I
1I
!1j1
i
1

I.

II
II
II "：

I

!；iI
iI,

!

1*̂

西
圓
を
以
で
免
税
點
，

V
J

し

此

额

未

滿

：の

所

得

^

對

し

て 

.
は
全
く
納
税
を
免
除
す
る
規
定
あ
り
、
是
に
從
ベ
ば
年 

分
四
西
圆
に
逄
す
る'®
所
得
な
き
者
は
下
級
の
細
民
と 

認
.む
る
を
得
る
が
如
し
雖
も
此
程
度
の
年
分
所
得
あ 

る
に
過
ぎ
ざ
る
官
公
班
敎
員
銀
行
會
社
商
店
員
等
を
下 

級
の
細
民̂

す
る
こ
と
は
不
穏
當
な
る
を
免
れ
中
、
然 

ち

ば一

ヶ
月
苹
均
幾
何
の
質
銀
を
得
つ
、
あ
る
も
の
を 

以
て
細
民
し
又
は
贫
民
之
す
る
か
に
就
て
も
亦
正
.確 

な
る
標
準
の
據
る
べ
き
も
の
な
し
、
然
る
に
英
國
に
於 

け
る
チ
ャ̂

-

ル
ス
％
フ
1
ス
の
調
査
に
侬
れ
ば
東
部
偷 

敦
に
於
け
る
約
西
萬
の
戶
別
調
査
の
結
粜
之
を
七
類
に 

分
ち
浮
浪
人
、
立
ん
坊一

時
的
勞
働
者
及
低
級
常
業
者 

の
三
類
を
以
て
細
民
と
な
し
而
し
て
此
等
三
類
の
賃
銀 

が

1

家
3£

ロ
の
場
合
一
週
間
の
收
入
總
計
二
十
.

一

志 

(

約
十
圆
五
十
餞
滿
た
ざ
る
も
の
は
當
然
細
民
の
部

.
0

各
國
職

H
1

夕年の也

計
取变 

國
.
別
 

英

國

 

米

國

.

'

if
l
. 

0 

'取

入

1
'、ー
-
£、モ
七
〇
，
一、四〇ヵ、七八〇

策
十

1

卷

(

九四七

)

雜

銥

給

料

論

に

屬
,t

ベ
.き

も

の

と

な

せJ
週
間
十
圆
五
十
錢
の 

賃
銀
は」

ヶ
月
約
六
十
四
圆
一1

十
六
餞
の
收
入
に
相
當 

し
之
を
五
ロ
に
分
锏
す
れ
ば

j

人
當
約
十
一
一
圆
八
十
五 

M

ニ
厘
々
以
て
一.ヶ
月
の
生
針
を
支
持
す
る
こ
と
な
る 

、ベ
し
之
%

我
邦
に
比
較
す
る
に
物
價
の
高
低
は
素
よb 

.
之
を
參
考
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず

V」

す
る
：も

(

前
«
各
國
物 

價
：比
較
表
：
.に
據
ぅ
て
彼
我.
の
物
價
.
の

如

何

を

知

る

ベ

く 

今
日
橫
濱
别
月
の
物
價
は
偷
敦0

そ
れ
.よ
t

も
高
し
と 

い
ふ
は
必
ず
し.も
靡
華
の
言
に
非
ず)

優
に
中
等
の
生 

活
を
#

む
に
_
足
る
所
の
勞
鈒(

註)

：を
.得

つ

>あ
る
^
り 

此
觀
點
よ
：
6

云
べ
ば
東
部
偸
敦
の
細
民
の
如
き
立
派
に 

餘
裕
あ
る
細
民.は
我
邦
に
.
全
然
^

ら
ざ
る
ノレ
同
時
に
偷 

敦
の
日(

雁
裳
浮
浪
人
邋
路
掃
除
人
夫
等
の
鈿
说
に
も
劣 

る
所
の
中
等
階
級
溝
の
饒
多
な'る
こV

J

を
知
る
ベ
し

獨

逸

#

國 

R

木 

六
六
九
、
八
四
〇

九
三
三
、
1
§

〇
ニ
五
ニ 
%

〇
〇

第
七
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四
七
、〇o
〇

七
、
ニ
 

8

備
考
，

(
一
.
)

英
、米
、獨
佛
職

H

の
生
計
収
支
は一

九
0

三
年
英
國
商
務
院
年
報
に
揭
げ
ら
れ
.た
る
も0
又(

ニ)

我
國
職
ェ
の
取
交
殘 

額
は
主
と
し
ズ
ェ
揚
に
預
入
す
る
湞
許
保
說
積
立
金
な
リ

:

給
料
仗
衣
禽
す
る
潘
の
中
に
就
き
て
殊
に
，生
活
鼠
に
' 

於
多
ぐ
苦
し
め
ら
る
、
者
は
中
以
下
の
官
斑
社
鲁
に
夥
. 

し
く
追
に
實
業
祉
會
に
於
てft
.窮
屈
な
る
豫
.算
若
ぐ
は 

徒
ら
に
.
權

衡

等

に

.偏

し

て

他

を

*
ぐ

«
み

.る

.
の

遑

あ& 

ざ
.
る

が

如

き

事

な

く

 

j

般

に

赝

主

は

其

の
.資

力

の

大

小
. 

又

は

營

業

成

績

の

如

何

に

應

じ

て

使

用

人

：の

給

料

.其

の 

他
0

收
入
を
し
て
近
年
の
激
烈
贫
る
物
懷
の
騰
貴
に
伴 

は
し
め
ふ
と
爲
し
つ、
あ
る

が
如
し
、
素
よ
b

中
に
は
. 

物
價
の
騰
貴
せ
る
割
合
以
上
.に
其
の
給
與
を
豐
か
に
爲 

し
.た

る

三

井

系

統

の

諸

會

社

鈒

行

等

の

如

き

が

在

る

一 

方

に

.は

又

十

分

に

使

用

人

0-

給
與
を
乎
厚
<

爲

し

.得
る 

實
カ
あ
り
、
又
比
年
良
好
の
營
業
成
，績
を
擧
げ
居
る
に 

拘
ら
中
依
然
と
し
て
薄
遇
を
繼
續
せ
る
安
田
系
統
の
銀 

行
其
の
他
之
K

類
似
の
事
叢
會
社
商
店
等
尙
ほ
尠
か
ら

中

•?

雖
も
、
槪
じ
て
實
業
社
會
に
於
て
は
使
用
人
を
し
’ 

て

生
.«

に
顧
廬
を
須
ひ
し
め

ざ

る

を

以

て

.結

局

雇

主

の 

^

益
な
る
，

J

と
:̂

悟
b

又
使
用
人
は
給
與
を
厚
く
す
る 

_

;*
:

能
^

發
:«
_し
て
能
/
、
働
く
も
の
な
り
マ

J

の
結
論
を 

得
た
る
：に
因
る
も
のK

し
て
其
の
如
何
に
し
て
も
現
狀 

に
於
.て
增
給
'の
不
可
能
：な
る
時
は
減
員
を
斷
行
し
て 

i 

..方

に

給

與

を

厚

く

す

る

.
の

途

を

撚

出

せ

ん

ビ

す

る

：
の 

傾
向
を
生
じ
た.
る>

i
j

■は
：眞
面
目
な
る
給
料
生
活
者
に 

取
.

b

の
大
鑛
音
に
しV

又
中
等
階
級
存
績
の
爲
に
喜. 

ぶ
べ
き
現
象
た
ら
す
ん
ば
あ
ら
ず
、

«

で

歷

主

め

侧

ょ

り

之

を

觀

れ

ば

如

何

‘な

る

態

度

を 

採
b

て
.其

の

使

用

人

に

臨

ま

ん

か

.
は

最

も

愼

重

な

る

熱 

朦
を
喪
す
ベ
き
點
な
る
べ
し
、
換
言
ず
れ
ば
如
何
に
し 

て
最
も
善
く
彼
等
を
保
議
し
：獎»

し
樂
ん
で
®
の
事
業

に
盡
さ
し
む
る
を
得
る
か.を
硏
究
す
る
に
在
&
蓋
し 

「

貧
す
れ
ば
鈍
す
る
し
て
ふ
俗
諺
の
有
る
が
如
く
常
に
使 

用
人
を
し
て
生
活
上
に
係
る
內
顧
の
憂
ひ
を
斷
た
し
め 

ざ
るV

J

き
は
恰
も
弱
性
の
溝
樂
の
服
用̂
繼
續
せ
し
む
. 

る
ビ
同
機
に
し
て
、

い
つ
と
は.無
く
彼
等
の
p

a

中

權

^
 

に
不
良
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
健
康
を
損
せ
し
め
興
の
結
一 

果
性
來
機
敏
なb

し
黄
も
爲
に
不
敏
活S

な
り
て
事
務
一 

の
濉
滯
を
來
し
或
は
誤®

を
生
じ
其
の
他
智
識
經
職
の

\ 

述
用
事
務
的
才
能
技
倆
等
の
缺
如
た
る
も
の
ぁ
る
だ
け

\ 

规
主
は
其
の
業
務
に
對
し
殆
ん
ざ
換
價
し
得
べ
か
6

ざ

| 

る
不
利
益
を
受
ぐ
る
の
結
果
と
な
る
ベf 
.
 
f
^
0
0 

は
不
經
濟
の
連
纘
を
意
味
す
る
も
.の
に
し
て
彼
等
は
日 

用
品
に
就
き
て
も
高
價
を
拂
ひ
て
良
質
の
物
品
を
購
入

\ 

す
る
.
む
ビ
の
粗
惡
な
る
安
價
品
を
購
入
す
る
に
比
し
て 

遙
か
に
經
濟
な
る
Z
と
?:
十

分

理

解

せ

る

も

此

理

解

は 

窮
屈
な
る
財
政
の.爲

に

：常

に

：實

現

せ

&

れ
ず
甚
だ
し
&

は
僅
：々
-

H

囘
'の
使
用
に
由
廢
損
最
卑
其
の
用
を 

爲
3
 

<

ゐ
に
到
る
が
如
&
物
さ
へ
其
の
所
持
金
と
の
關 

第十1

继

(

九四丸

)

、
雜

錄

給

' 
料
論

[«
上

忍

ん

で

之

を

購

は

ざ

る

^

得

ざ

る

乙

ビ

の

屢

々

緣
 

返

，へ
さ
る
に
於
て
即
ぢ
不
經
濟
の
連
續
マ」
な

6
又
此
使 

用

人

に

對

ず

る

不

經

濟

の

述

續

は

間

接

に

其

の

雁

主

の 

業

に

對

す

る

不

利

損

失vj

な
る
べ
き
も
の
な
る
こ
と
を 

記

憶

せ

ざ

る

べ

か

ら

す

。

M

主
が
*
の
業
に
對
し
使
用
人
を
し
て
忠
誠
を
臀
は 

し
め
自
己
と
運
命
を
同
ふ
せ
ん
，

j

と
を
求
む
る
に
は
必 

す
其
の
道
を
以
て
せ
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
なh

即
ち
啻
に 

衣
食
住
に
不
J£
な
か
ら
じ
む
を
ゆ
み
f

f'
r
栩
當
體 

面
を
保
ち
见̂
'

當
傲
庚
?:

亨
く
る
砂
資
源
を
給
す
る
事 

に
し
て
通
史
はI

面
に
於
て
各
使
用
人
の
勸
勞
の
分
量 

と
勞
苦
の
程
度
ど
典
の
特
に
有
す
る
智a r

®
©
、
技 

倆
、
德
性
の
長
短
を
秤
量
し
他
而
其
の
家
族
係
粱
办
有 

無
多
少
’

物

價

の

趨

勢

等

ね

考

へ

常

に

相

當

の

.®
酬

を 

最
も
公
平
無
私
机
給
與
す
る
こ<£
R

旃
め
ざ
S
ベ
か
ら 

ず
、
斯
の
如
く
に
し
ゼ
給
與
宜
し
き
を
得
る

V」

き
は
少 

く
名
犮
の
點
に
於
て
厢
主
亦
其
の
良
果
を
享
く
る

」
J

と 

を
得
べ
し
。
 

'

齚七號
ー〇セ



-

幣十ー
愈

’(

九§

)

雜錄耠料

論

L
、

給
與
謂
澤
な
る
使
用
人
は
其
の
剩
餘
を
割
き
て
新 

辦
實
を
學
習
し
、
人
世
に
趣
味
を
加
へ
、
幸
福
を
掰 

し
、
身
神
休
養
の
手
段
を
構
じ
才
智
體
カ
共
に
沘
に 

し
て
執
務
迅
速
な
る
の
み
な
ら
ず
、
能
ぐ
安
t

じ
て 

其
の
，任

を

舉

ず

る

を

以

て

投

機

，に

干

與

せ

ず

廉

耻

を

ニ
'
,
ぞ
梦
の
使
A

人
を
鑑
識
し
て
之
を
®
待
す
る
は
最 

•

M
の
.
投
資
法
のj

た
る
.ベ
く
し
て
、
.&

の
使
用
.
^
こ 

着
實
執
業
の
美
風
を
敎
へ一

層
有
爲
な
る
人
の
輩
出 

を
促
す
'ベ
く
辦
務
の
难
新
期
し
て
待
つ
ベ
き
な
ぅ
、

三
、
使
用
人
の
澉
®
は
有
爲
の
人
を
し
て
斷
へ
ず
他
に 

位
骰
を
求
む
る
に
營
冷
た
ら
し
め
艰
坐
事
務
の
濉
滯 

は
タ
論
結
局
细
能
の
人
麗
の
み
を
留
む
る
に
終
る
に 

反
し
彼
等
の
®
遇
は
自
然
無
能
遨
不
德
著
を
屏
息
せ 

し
め
他
方
而
の
俊
才
亦
來
ぅ
て
住
を
求
む^

る
至
り 

使
用
人
擧
て
敏
活
な
る
行
動
を
爲
す
に
至
る
ベ
し
、 

吾
人
は
快
心
奇
拔
な
る
給
與
法
の
實
例
を
我
邦
の
實 

業
界
に
於
て
目
擊
せ
ぅ
、
を
は
使
用
八
の
俊
^

に
^
じ 

T

a

に
^

へ
相̂

邦
間
に
思
切
ク
た
る
增
給
を̂

け
其

想
七
號

1

〇
八

の
使
用
人
の
枏
當
年
齡
に
達
す4

に
及
び
て
罷
役
又
は 

M

職
を
命
じ
是
が
補
充ど
し
て
次
席
漭
を
順
次
に
燊
り 

上
げ
斯
ぐ
し
て
生
じ
た
る
故
員
を
旗
む
る
に
新
敎
育
を 

受

け

新

智

識

：を

有

ず

る
靑
#
を
採
用
し
而
し
て
復
た
同 

樣
の
愉
快
な
る
進
級
を
繰
返
べし
て
彼
等
を
獎
»

し
皴 

舞
し
彼
等
を
し
て‘
向
上
:0

希
望
を
十
分
に
滿
足
せし
む 

る
の
方
法
な
&
其
の
罷
免
せ
ら
れ
た
.る
漭
も
茌
«
中
の 

給
與
常
に
*

當
«

る
.を
以
て
職
を
11
め
.ら

れ

て

刺

也

> I 

就
く
*撰
が
.
ば
.既
にj

廉
©
財
產
を
菩
積
し
又
後
繼
者
の 

敎
養
ネ
十
分
に
行
屈
き
て
親
た
る
の
義
務
も
完
全
に
織 

さ
れ
自
己
も
晚
年
を
安
樂
に
送.CS

得
る
ど
共
に
*

主
侧

も
其
の
罷
免
し
た
.る
潘
に
花
職
中
全
能
を
發
撺
せ
し

め
 

忠
誡
を
盡
さ
し
め'
て
業
務
に
.對
し
多
大
の
鹿
娘
を
享
け 

た
る
こ
ど
な
れ
ば
是
れ
即
ち
歷
主
使
用
人
相
互
の
大
利 

益
に
し
て
彼
の
常
に
薄
遇
を
續
け
て
生
活
上
餘
裕
な
か 

ら
し
め
生
計
上

に

顧

盧

せ

し

め

.
一

も

希

麗

を

將

來

に

有 

せ
し
め
ず
し
で
斷
へ
中
思
ひ
を
他
にa
せ

し

め

其

の

.業 

務
效
率
の
十
全
を
期
し
離
き
に
比
す
れ
ば
遙
に
K

S

せ 

る
又
則
る
べ
き
給
與
法
ビ
云
ふ
べ
き
な6
0
 

;

米
國
の
金
準
備
問
題

utmn

米
國
龈
行
法
の
下
に
於
て
は
普
通
銀
行

(

國
立
銀
行 

及
州
立
鈒
行)

は
、
典
預
金
に
對
し
て1

定
の
支
挪
準 

侃
金
を
合
法
貨
幣
を
以
て̂/
有
す
る
こ
と
を
要
ず.。
銀
.

j 

行
法
を
以
て
準
備
金
の
割
合
を
定
む.る
が
如
き
は
、
各 

文

明

國

中

殆

ん

ど

他

.に

例

を

見

ざ

名

所

に

し

て

米

國

特 

有
の
も
の
な
6

。
蓋
し
米
國
の
國
立
銀
行
は
各
诌
銀
行 

券
を
發
行
し
來
れ
る
を
以
て
、
か.く
：预
金
に
對
し
て
抱\ 

有
す
ベ
き

#
■

の
最
低
を
法
定
する
に

，至
れ
る
飞
の
次丨 

な
る
が
、

一
九1

四
年
實
施
の
聯
邦
準
備
銀
行
法
に
於 

て
も
、
其
觏
合
を
低
下
し
た
る
も
、
之
を
法
律
を
以
て 

定
む
る

の

趣
旨
は
依
然VJ

し

て

存
じ
た
b
。

即
ち
國
立 

鈒
行
法
の
下
に
於
て
は
紐
育
、
市
俄
古
及
®
路
易
の
三 

.

第
十】

髂

(

九

5

)

雜

、

錄

產
の
金
準

f
題

中
央
準
備
市
に
在
る
國
立
銀
行
は
預
金
の
ニ
削
：五
分
、 

0

十
七
の
準
備
市
の
銀
行
は
同
じ
く
ニ
割
五
分
、
其
他 

總
て
の
地
方
銀
行
は
同
.一
割
五
分
の
準
備
金
を
所
有
せ 

ざ
る
.，
ベ

か

ら

ず

。

但

し

銀

行

法

は

全

國

の

金

融

系

統

ょ 

i
資
金
移
動
の
狀
態
を
斟
酌
て
、
準
備
市
の
銀
行 

は
，巾

央

準

備

市

の

所

宛

の

銀

行

(

之

をReserve agent 

ぐ
し
獬
ず

)
U

對
す
る
預
ケ
金
を
法
定
準
備
金
咿
に
箅
入 

す
る
こ
と
を
得
、ベ
く>

又
地
方
銀
行
は
#
備
市
及
中
央 

準
備
市
の
所
定
離
猶
代
现
銀
衍
へ
の
預
ヶ
金
を
同
欉
準 

備
金
中
に
加
算
す
る̂'
得
る
.乙
S
 

>
せ
グ
。
然
る
に
準 

備
銀
抒
法
に
於
で®

其
準
備
割
合
を
低
減
し
て
、
巾
处 

準
備
市
の
鈒
行
は
預
金
の

一

割
八
分
、
準
備
市
の
鈒
行 

は
同
.

一 ,

割
五
分
、へ
地
方
銀
行.は
_

1

割
ニ
分
I

し
た

>

9 
0 

.

.

而
し
ヤ
米
國Q

.

銀
行
法
に
謂
：ふ
所
の
法
定
準
備
た
る 

資
格
5:

有
す
る
合
法
貨
幣
ど
|は
 

,

.
.
1
、
/

金
貨
'
，
:

'
 

.

ニ
、
金
證
券

谘七號 
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